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柳
川
が
生
ん
だ
詩
人
、
北
原
白
秋
の
偉
業

を
た
た
え
、
詩
へ
の
関
心
を
高
め
る
た
め
、

市
で
は
毎
年
、白
秋
献
詩
を
募
っ
て
い
ま
す
。

今
年
の
応
募
は
、
全
国
か
ら
７
１
６
３
編
。

そ
の
中
か
ら
１
５
２
編
が
入
選
し
ま
し
た
。

　
白
秋
の
命
日
の
11
月
2
日
、
受
賞
者
の

表
彰
を
兼
ね
た
白
秋
祭
式
典
を
白
秋
詩
碑

苑
で
開
催
し
ま
し
た
。
秋
晴
れ
の
下
、
金

子
市
長
や
柳
川
白
秋
会
の
大
城
昌
平
会
長
、

入
賞
者
な
ど
が
出
席
。
式
典
で
は
、
最
高
賞

の
文
部
科
学
大
臣
賞
に
輝
い
た
福
岡
雙ふ
た
ば葉

小
学
校
２
年
の
豊
田
華は
な
こ子
さ
ん
と
、
福
岡

県
知
事
賞
を
受
賞
し
た
久
留
米
市
立
京
町

小
学
校
1
年
の
那
須
帆ほ

の

か
乃
架
さ
ん
と
東
明
館

中
学
校
1
年
の
髙
倉
礼み
ち
か佳
さ
ん
が
、
作
品
を

朗
読
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
沖
端
水
天
宮

舟
舞
台
囃ば
や
し子
保
存
会
が
水
天
宮
囃ば

や
し子
を
披

露
し
、
矢
留
小
学
校
6
年
生
が
「
こ
の
道
」、

「
落か
ら
ま
つ

葉
松
」
な
ど
を
合
唱
。
式
典
の
最
後
は
、

参
加
者
全
員
で
「
帰
去
来
」
を
合
唱
し
て

白
秋
の
遺
徳
を
し
の
び
ま
し
た
。

　
白
秋
献
詩
の
特
選
と
特
別
賞
、
市
内
か

ら
の
入
選
者
は
次
の
と
お
り
で
す
（
か
っ

こ
内
は
学
校
名
や
学
年
な
ど
。
敬
称
略
）。

　
特
選
・
特
別
賞

■
文
部
科
学
大
臣
賞　
豊
田
華は

な
こ子

（
福
岡
雙
葉

小
２
）

■
福
岡
県
知
事
賞
　
那
須
帆ほ

の

か
乃
架
（
久
留
米

市
立
京
町
小
１
）、髙
倉
礼み
ち
か佳

（
東
明
館
中
１
）、 

田
毎
綾あ

や
か花

（
伝
習
館
１
）

■
福
岡
県
教
育
委
員
会
賞　
山
田
偉い
ぶ
き吹

（
両

開
小
５
）、
吉
永
百も

も

か々花
（
福
岡
市
立
香
椎
第

３
中
１
）、
綾あ
や

（
一
般
、
柳
川
市
）

■
北
原
白
秋
生
家
記
念
財
団
賞

北
島
彩い

ろ
は羽

（
広
島
県
海
田
町
立
海
田
小
２
）、

河
井
子み

こ
と采
（
愛
知
県
刈
谷
市
立
朝
日
中
２
）、

吉
岡
幸こ

う
い
ち一

（
一
般
、
福
岡
市
）

■
伝
習
館
三
稜
会
賞　
渡
辺
晃こ

う
へ
い平
（
福
岡
教

育
大
学
附
属
久
留
米
小
３
）、
髙
田
旺お
う
き希

（
愛

知
県
刈
谷
市
立
朝
日
中
１
）、加
賀
田
珠み

こ乎
（
伝

習
館
２
）

■
白
秋
長
女
岩
﨑
篁こ
う
こ子
賞
　
西
原
悠ゆ

う
き貴
（
矢

留
小
６
）、
岡
田
康こ

う
た汰
（
愛
知
県
刈
谷
市
立
朝

日
中
３
）、
飯
田
ひ
な
た
（
伝
習
館
２
）

　
　
　
　

　
市
内
入
選
者

■
小
学
生
の
部　
▽
二
席
＝
沖
大だ

い
ち智
（
有
明

１
）、
野
口
詩し

お
り織
（
蒲
池
６
）
▽
三
席
＝
古

賀
安あ

ん
じ
ゅ寿
（
昭
代
第
二
６
）、
古
賀
奏そ

な

た
那
太
（
東

宮
永
２
）、
椛
島
岳が

く

（
昭
代
第
二
２
）、
竹
井

優ゆ

き貴
（
両
開
１
）、
村
井
映え

な凪
（
藤
吉
６
）
▽

佳
作
＝
坂
田
愛あ

い
り梨

（
六
合
3
）、本
園
真ま

な菜
（
蒲

池
2
）、荒
巻
美は

る晴（
城
内
６
）、山
口
杏あ

ん（
同
２
）、

岩
井
恋れ

ん
か楓
（
大
和
１
）、横
山
心こ

こ
み美
（
両
開
２
）、

松
藤
知し

え

り
映
里
（
皿
垣
５
）、
永
岡
優ゆ

う
ま真
（
藤
吉

５
）、成
清
一ひ

と
は葉

（
両
開
5
）、嶋
村
帆ほ

の

か
乃
香
（
二

ッ
河
５
）、
堤
琥こ

う
た
ろ
う

太
郎
（
矢
留
５
）、
坂
口
春は

る

（
城
内
６
）、
宮
本
望の

の

か
乃
香
（
蒲
池
６
）、
中
川

瑛あ
き
と斗
（
中
山
５
）、
松
永
杏あ

ん

（
蒲
池
６
）、
菊

地
果か

ほ歩
（
城
内
3
）、
永
石
優ゆ

う
な奈

（
蒲
池
３
）、

阿
部
瑛え

い
と斗
（
東
宮
永
３
）、
髙
田
紗さ

な菜
（
矢
留

４
）、
徳
永
凌り

ょ
う
た太
（
城
内
１
）、則
家
考こ

う
し志
（
蒲

池
６
）、古
賀
夏か

り
ん鈴
（
皿
垣
１
）、深
町
姫ひ

め
か花
（
豊

原
６
）、野
口
遥は

る
き暉
（
大
和
2
）、
浦
稜り

ょ
う
じ二
（
皿

垣
３
）、新
谷
優ゆ

う
な奈
（
蒲
池
2
）、佐
藤
月る

い
か香
（
両

開
５
）、荒
巻
蓮れ

ん

（
二
ッ
河
２
）、木
原
旭あ

さ
ひ陽

（
藤

吉
３
）、岡
彩い

ろ
は葉（
城
内
３
）、梅
田
涼り

ょ
う（
藤
吉
４
）、

塩
塚
愛あ

さ祥
（
城
内
1
）、田
中
達た

つ
ま
さ勝

（
皿
垣
1
）、

福
永
篤あ

つ
と人

（
藤
吉
５
）、
柿
原
菜な

な那
（
同
3
）、

園
田
侑ゆ

う
き生
（
蒲
池
3
）、
伊
藤
彩あ

や
め芽
（
東
宮
永

４
）、後
藤
結ゆ

う
な菜
（
矢
留
４
）、本
園
ち
な
み
（
蒲

池
４
）、藤
圭け

い
す
け佑

（
二
ッ
河
１
）、田
原
朱あ

か
り莉

（
城

内
１
）、
前
原
星し

り
ゅ
う颯
（
藤
吉
５
）、
中
島
千ち

ひ
ろ尋

（
昭
代
第
一
５
）、
龍
佑ゆ

り

か
莉
花
（
藤
吉
１
）、
野

口
結ゆ

い
な菜
（
蒲
池
６
）、
原
田
七な

な
は葉
（
城
内
６
）、

金
子
未み

ら
い來
（
柳
河
5
）、塩
塚
日ひ

よ
り和
（
有
明
５
）

■
中
学
生
の
部　
▽
佳
作
＝
江
口
昂こ

う
す
け甫
（
柳

城
２
）、
野
田
す
よ
ん
（
三
橋
1
）、
黒
田

紗さ

よ世
（
昭
代
3
）、
田
島
鼓つ

づ
み望
（
大
和
3
）

■
高
校
生
・
一
般
の
部　

▽
二
席
＝
野
口

聡そ
う
た太
（
伝
習
館
２
）
▽
三
席
＝
日
巻
千ち

ひ
ろ寛
（
伝

習
館
２
）
▽
佳
作
＝
小
宮
莞か
ん
た
ろ
う

太
郎
（
伝
習
館

２
）、井
口
和か
ず
ね音
（
柳
川
高
３
）、中
島
結ゆ

づ
き月
（
伝

習
館
１
）、
米
満
愛ま

な
み海
（
同
２
）、
宮
本
潤じ

ゅ
ん
し
ょ
う昇

（
同
２
）、
森
千ち

あ
き晃
（
柳
川
高
２
）

福岡県知事賞を受賞した田毎綾花さん

白秋祭
関連 市総合美術展開催

　市民文化会館で 10 月 29 日から 11 月 5 日
まで、市総合美術展が開催されました。白
秋ホールとイベントホールには審査を通過
した日本画や洋画、書や写真など 229 点を
展示。市内中学校の合同作品展も同時開催
され、ロビーには中学生の絵や自由研究が
展示されました。期間中は市内外から 1721
人が来場。市内から来た女性は「書や絵画
には詳しくないけど、作品ごとに個性があっ
て見ていて飽きない」と話してくれました。

７
１
６
３
編
の
中
か
ら
１
５
２
編
が
入
選
　
伝
習
館
高
校
の
田
毎
綾
花
さ
ん
が
県
知
事
賞
に
輝
く

令
和
５
年
度
白
秋
献
詩
の
特
選
や
入
選
者
を
表
彰

【
問
】
市
学
校
教
育
課
学
校
給
食
係
（
☎
77
・
８
１
７
３
）

矢留小6年生による「この道」と「落葉松」の合唱

前回より100人以上も多い1721人が来場

市内外から寄せられた229点を展示 文
部
科
学
大
臣
賞

「
そ
う
め
ん
」

                   

福
岡
雙
葉
小
学
校

                   

２
年　
豊
田 

華
子

と
け
そ
う
な
　
夏
の
日
に

す
る
す
る
と
　
止
ま
ら
な
い

そ
う
め
ん
の
よ
う
に

す
き
と
お
る
　
気
も
ち
い
い

こ
と
ば
を

と
ど
け
ら
れ
た
ら
　
い
い
な

お
ぼ
え
た
ば
か
り
の
　
わ
さ
び

つ
ー
ん
と
　
く
る
ま
で

が
ん
ば
っ
て
　
入
れ
る

な
み
だ
が
　
出
そ
う
に
な
る

作品を朗読する豊田華子さん

こ
と
ば
に
ま
ぜ
る
　
や
く
み
は

み
ん
な
　
そ
れ
ぞ
れ

す
き
き
ら
い

お
お
ば
や
　
み
ょ
う
が
は

ま
だ
　
に
が
て

父
が
ま
ぜ
る
　
パ
ク
チ
ー
の

ふ
し
ぎ
な
　
か
お
り

せ
か
い
に
は
　
わ
た
し
の
し
ら
な
い

こ
と
ば
や
　
心
が

た
く
さ
ん
　
ま
っ
て
い
る

ク
ー
ラ
ー
の
　
き
い
た
へ
や
で

す
る
す
る
と
　
そ
う
め
ん

し
っ
か
り
　
た
べ
た
ら

み
ん
な
に
　
会
い
に
行
こ
う


